
















Children in early childhood and Changes Viewed from Home Environment Survey
〜 A Consideration about ”10 abilities in the New Course of study for Kindergarten”〜
In the New Course of study for Kindergarten, “ The abilities that we want you to grow 
by the end of early childhood（10 abillities）” was shown. Along with this, we surveyed one 
kindergarten in Fukushima about the family environment of children, and compared it with the 
urban household environment.
From the survey results, although the child’s life rhythm is being protected, it was found 
that the time spent playing with parents and children after the evening decreased as the mother’s 
employment rate rose.
It is necessary to construct a method in which kindergarten and family are more closely 






























































































満3歳 12 11 91．7％
年少 43 34 79．1％
年中 50 42 84．0％
年長 33 30 90．9％

























2世代家族 82．0％ 89．0％ 79．1％
3世代家族 13．0％ 11．0％ 15．7％
























































働いている 30．0% 55．0% 58．1% 68













































自営・家族従業 38．0％ 7．0％ 7．2％ 5
常勤 19．0％ 57．0％ 40．6％ 28
パート 34．0％ 32．0％ 47．8％ 33
内職 8．0％ 2．0％ 1．4％ 1


















































































調整済残差（～ 15分） −9.90 4．91 
調整済残差（15 ～ 30分） −4.38 2．18 
調整済残差（30 ～ 60分） 3.57 -1．77 




















































調整済残差（ほぼ無い） 0．95 -0．31 
調整済残差（週1） 4.53 -1．50 
調整済残差（週2） -0．28 0．09 
調整済残差（週3～） -1．86 0．62 






















































未満児（n=11） 年少（n=34） 年中（n=42） 年長（n=30）
6時半以前 0．61 －0．67 －0．13 0．43 
7時頃 1．71 0．39 －0．78 －0．69 
7時半頃 −2.01 0．24 0．33 0．73 




















































働いている 0．701 0．393 1．133 -2.073 






















































19時頃 0．6406 0．2737 －0．1635 －0．5838 
20時頃 －1．1965 0．6121 0．1097 0．1492 
21時頃 0．6809 －0．0495 －0．3998 －0．0443 
22時頃 0．0963 －1．0595 0．4777 0．5177 
23時頃 －0．3384 －0．7599 1．6690 －0．6810 
























































































父親と －1．2463 3.0473 －1．2406 －0．9046 
母親と 0．6411 0．4578 0．5380 －1．5014 
一人で －1．3826 －1．7464 －0．5246 3.3620 
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「幼児期の子ども達と家庭環境調査から見える変化」
ちに則した関わりが出来れば関わりの時間の長さに寄らない、質の良い親子の時間になるので
はないかと考える。例えば一人で絵本を見る時間が増える中でも、子どもに任せきるのではな
くて、何故その本を読んでいるのか、そこで何を感じとっているのかを感じとり、教育的な言
葉であるが“興味・関心”を基にした絵本選びすなわち環境作りになれば、現代の物と情報が
溢れる中でも子どもが軸になった子育てが出来るのではないかと考える。
　今回の幼稚園教育要領を含めた学習指導要領の改訂においては、その“前文”において「社
会に開かれた教育課程の実現が重要」と示しつつ「幼児や地域の現状や課題を捉え，家庭や地
域社会と協力して，幼稚園教育要領を踏まえた教育活動の更なる充実を図っていくことも重
要」と述べている。2）これらから考えると、対象園については比較となった小平市と同程度に
母親の就労率自体は高くなってきているが、パートなど就労形態は幅広く、3世代以上の同居
率も高い事から、都会とはまた違う子どもを取り巻く環境になっている事が分かった。子ども
が寝る時間も一定の規律は守られている傾向がある様子から、規則正しい生活を心がける保護
者の意識も高い。しかしその分、夕方以降の親子の時間は短く、短い中での質の高い関わりが
求められる。その家庭での関わりの質向上のためにも、園の教育課程を社会に開きつつ、子ど
もの育ちとその流れを園と保護者が共有し、子どもが内面で感じている事や考えている事をよ
り深いレベルで融合させる事で、10の姿に表される育ちがより充実するのではないかと考えら
れる。
おわりに
　今回の調査では、調査対象が1園という事もあり、絶対的な調査数が少なく信頼性に欠ける
事が課題としてあげられる。また対象園が幼稚園という事もあり、“地域の特性”と言い切る
には不十分であるとも考えられる。今後は協力園を広げる中で、数的にも地域的にもより広範
囲な調査を行い、地域の特性をより掘り下げる事が出来ればと考える。結論の中で述べた園の
保育と家庭の保育をより深く融合させるための方法については、逆に単園調査故に実践がしや
すいとも言える。カリキュラム・マネジメントの一環として改善しつつ、改めて研究を行いた
いと考える。また、本調査では最後に示した絵本を誰と見るかといったように、夕方以降を含
めた親子の関わりなどについての調査も行っているが、今回は控えさせていただいた。この分
析も今回の調査結果と合わせ、親子の時間の中身について考察を行いたいと考える。
　本調査及びその結果が、対象園を含めた地域における保育と家庭での子育ての質向上に寄与
出来る事を願うものである。
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